
シラバス（後期）                   宮崎医療福祉専門学校  

授業科目  小児看護学Ⅰ  時  間  数  ３０  

学  科  看護学科  学  年  １  単  位  数  １  

担当講師  平野 靖子  
取得資格  看護師  

実務経験  有  ・  無  経験年数  １３  

授業内容  

・小児看護の対象理解   ・小児看護の役割    ・小児保健   ・子どもの成長発達  

・子どもの栄養         ・子どもと家族       ・子どもと家族を取り巻く社会  

・小児各期の特徴（新生児期・乳児期・幼児期・学童期・思春期）  

到達目標  

小児看護の理念、家族と子どもの健康を保持増進するための看護の役割を知る。  

1）小児各期における発達段階の特徴、子どもと家族を取り巻く環境を理解できる。  

2）小児看護における看護の役割について理解できる。  

3）子どもを取り巻く社会と小児保健の動向、諸問題を理解できる。  

授業計画 

No 授  業  内  容  

1 小児看護の対象  小児看護における倫理・倫理的課題と看護  子どもの権利  

2 小児看護の役割   小児看護の変遷   小児看護の課題  

3 小児保健   小児と家族の諸統計  

4 子どもの成長・発達（成長・発達とは  成長・発達の進み方  影響因子）  

5 子どもの成長・発達（成長の評価   発達の評価）   

6 子どもの栄養（子どもにとっての栄養の意義   発達段階別の子どもの栄養の特徴と看護）  

7 子どもの栄養（演習：離乳食体験）  食育  

8 小児各期の特徴（新生児 :形態的・身体生理の特徴、各機能の発達、看護）  

9 小児各期の特徴（乳児 :形態的・身体生理の特徴、各機能の発達、看護）  

10 小児各期の特徴（幼児 :形態的・身体生理の特徴、各機能の発達、看護）  

11 小児各期の特徴（学童 :形態的・身体生理の特徴、各機能の発達、看護）  

12 小児各期の特徴（学童思春期形態的・身体生理の特徴、各機能の発達、看護）  

13 家族の特徴とアセスメント（現代家族の特徴と家族の看護）  

14 子どもと家族を取り巻く社会  小児をめぐる法律と施策   

15 子どもと家族を取り巻く社会（演習：新聞記事を用いたグループワーク発表）  

  

テキスト  

参考書等  

系統看護学講座専門分野Ⅱ小児看護学概論小児臨床看護総論（医学書院）  

国民衛生の動向、小児看護学  筒井真優美（日総研）、新聞記事、  

成績評価及び  

単位認定の方法  

履修上の留意点  

出席状況、課題レポート、筆記試験  



 


